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DXをする理由?は?



ひとまず、DXではなく大学職員の育成の話

令和６年８月 :急速な少子化が進行する中での将来社会を見据えた高等教育の在り方について（中間まとめ）
（中央教育審議会大学分科会高等教育の在り方に関する特別部会）

⇒「知の総和」 大学が果たすべき役割自体の見直し

平成28年度大学設置基準改正:SD（スタッフ・ディブロプメント）の義務化
（平成29年4月~）

大学職員の能力育成、高度化は大学にとってずーっと課題

事務職員の役割、教員と職員の関係、事務組織、大学の在り方も変わる?
大学を「経営する」人材の育成の必要性

令和４年度大学設置基準改正 :教育研究実施組織

⇒教職協働の実質化、構成員の役割分担



大学職員の育成

大学をとりまく状況は刻々と変化
毎年のように出される新たな高等教育政策

職員の育成
＝DXがキーワード?

前例にとらわれない 部局横断

経営的発想 俯瞰

アジャイル・失敗

VUCAの時代では変化への対応が必要

デジタル

DXに取り組むことは職員の意識変革に影響を与える?（かも）



DXはなぜ進んでいないか?

デジタル
トランスフォーメーション

デジタライゼーションデジタイゼーション

全社的な業務・プロセスの
デジタル化、および顧客起
点の 価値創造のために事
業やビジネスモデルを変革

個別業務・プロセスのデジタ
ル化

アナログ・物理データの単純
なデジタルデータ化

デジタルトランスフォーメーションデジタルオプティマイゼーション
（デジタイゼーション＋デジタライゼーション）

事業変革から社会の変革事業変革

業界横断的な新規ビジネス（＝両利きの経営でいう「探索」）業務の効率化（＝両利きの経営でいう「深化」）

出典:デジタルトランスフォーメーションの加速に向けた研究会
「DXレポート2（中間取りまとめ）」2020

出典:独立行政法人情報処理推進機構「DX白書」2023

DX＝単なる業務効率化 ?

まだこの辺?



全体の発想と業務理解

デジタル化することは大事ですが、、

・そもそもその仕事、なんのためにしていますか?必要ですか?

・業務の見直しはできていますか?

・業務フローはそのままでいいですか?

・いま社会でどのようなことが起こっているか把握していますか?

・学内の業務全体の理解
・大学の外の動向の理解

が必要
技術は常に進展している。10年後はおそらくさらに素晴らしい技術があるはず
今のデジタル技術だけ使えても意味がない・・・・ 常にアップデートできる組織・人材でなければならない
・デジタルスキルに加え＋大学業務の理解
・部局間を横断したコミュニケーション
・業務を不断に見直していくという学内の風土醸成

DXを一過性のイベントにしてはいけない
組織全体を巻き込まなければならない



社会全般のDX動向について

出典:独立行政法人情報処理推進機構 調査分析室
「DX動向2024」2024



DXを担う組織・体制、人材確保

出典:独立行政法人情報処理推進機構 調査分析室
「DX動向2024」2024



滋賀大学のDXを導きたい方向（完全な私見）



方針

「公式

準公式



１ DXを通じ 意見交換の風土をつくる Teamsポータルによるナレッジ共有

MicrosoftPowerautomate

※ このポータルは任意です
※ 滋賀大学の職員は常勤130名、非常勤100名程度です



２ DX・RPAプロジェクトチーム・報告会

総務 総務 総務

人事 人事

財務 財務 財務

学部 教務学生

図書 入試 入試 入試

学部 学部
財務 国際

人事
図書

学部

研究

学部

学部

教務 財務

昨年度は30名程度参加（本学主任以下正規職員８割程度）
⇒今年度は２年目、35名参加

※主任・係員は全員で47名（育休中、技術職員等除く）



２ DX・RPAプロジェクトチーム・報告会

既存業務の効率化

新たな価値創造



２ DX・RPAプロジェクトチーム・報告会

Teamsをフルに活用し、

チャットで意見交換
＆対面ミーティング

【R6:各班で検討した課題】
・債主登録業務のRPA活用
・人事異動関係手続きの効率化
・卒業判定の自動化について
・FormsからWordへの転記の方法
・成績評価表の様式統一
・学生web申請フォームの作成
・電子決裁・電子保存の推進
・広報関係の価値創造

５班とも
非情報系職員のキャプテンを中心に

課題設定・検討・実装



２ DX・RPAプロジェクトチーム・報告会



３ 研修の内製ー人材育成・発掘

R5・6の主な実績内容名称

・【第３回】EXCEL（学生支援課副課⾧）
・【第４回】PowerAutomate
（DX・RPA推進チーム 財務課係員）

・【特別企画】DX勉強会（統計ソフトの使い方）
（情報機構 助教）

・【第５回】WORD（図書情報課係員）
・【第６回】EXCEL（学部事務局 事務⾧）

デジタルスキル向上のための
講義型ハンズオン
（主にMicrosoft アプリの使い方）

スキルアップセミナー

計７回

・【第２回】生成AI （入試課係員）
・【第３回】powerapps（学務課係員）
・【第４回】補助金と効果的な資料の作成
（文部科学省係⾧特別ゲスト）

「気軽にちょっと触れてみよう、触れ合おう」
をコンセプトにアプリやツールを自由に触ったり、
大学の諸課題について感想を交換する
体験・参加型の企画

プチゼミ

計４回

・【第１回】DXとは何か
・【第３回】業務効率化に対する考え方
・【第４回】電子決裁

フラットに学び合うこと、「使える」研修であること
を目指す「考える」ワークショップ
「講師なし」「職階関係なし」「対話型」
「事後課題あり」をコンセプト

SDX

計４回

すべて学内職員（ほぼ非情報系職員）による講師で内製
⇒自ら講師になることが学びにつながる

同僚・仲間が講師になっていることが刺激になる



３ 研修の内製ー人材育成・発掘

8月開催プチゼミ
「生成AIに触れてみよう」

職員30名程度参加
（教員１名）



３ 研修の内製

スキルアップセミナー、プチゼミはすべてsharepointサイトよりオンデマンド提供
⇒自動返信でURL送付
例 word研修（対面約30名、オンデマンド約40名）
excel研修（対面約50名、オンデマンド約20名）※学外含む
生成AI （対面約30名、オンデマンド約10名）

【再掲】
※ 滋賀大学の職員は常勤130名、非常勤100名程度です



３ 研修の内製ーSDとDXの統合

過去３回開催
※第１回「業務DXとは何かを考える」

ワークショップの様子

デジタルだけではなく、
大学業務自体について

トランスフォーメーションについて
考えるきっかけに



４ DX担当理事表彰・DXポイント制度



５ 電子申請の普及推進



６ 生成AI…滋賀大学は業務におけるAI活用を推進しています

実は、業務におけるAIの活用を大学ホームページで
明確にうたっている大学は少数。

（森木銀河「大学の管理運営業務における生成AI
利用」,IDE現代の大学教育、2024 8-9月号）



６ 生成AI…滋賀大学は業務におけるAI活用を推進しています

課⾧～係員、常勤・非常勤職員とわず
あわせて19名の投稿

⇒みんなで投票
最も似ている（大賞）

最も個性的でかわいい（特別賞）



７ 大学間連携

7月開催
３大学意見交換会

（＠京都大学 吉田キャンパス）

教員・職員あわせて20名



７ 大学間連携

１月開催
京都工芸繊維大学視察

（大津キャンパス）

そのほか組織対応としては
・11月 鹿屋体育大学事例紹介
・12月 和歌山大学事例紹介

・12月 滋賀県立大学意見交換



DXを進めるにはー私の考え方



今後の課題

Geminiで生成



まとめ・今後の課題


